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四
百
六
十
一
回
青
葉
会 

句
会
報 

 
 
 

令
和
六
年
九
月
二
十
六
日(

木) 

 

場
所
：
世
田
谷
区
三
茶
し
ゃ
れ
な
あ
ど 

選 
 
 

者 
川
口
孤
舟 

投
句
・
選
句 
今
井
紀
久
男 

柿
崎
忠
彦 

川
口
孤
舟 

久
米
五
郎
太 

熊
谷
く
に
お 

後
藤
と
み
子 

小
早
健
介 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

在
間
千
恵 

佐
藤
た
だ
し
げ 

高
橋
康
敏 

田
島
正
己 

土
谷
堂
哉 

豊
田
ゆ
た
か 

中
川
雅
夫 

 

西
澤
國
護 

長
谷
見
び
ん 

福
島
正
明 

古
田
昇 

古
川
百
合
子 

星
田
啓
子 

宮
内
規
雄 

 
 
 
 
 
 

山
崎
亜
也 
山
田
け
い
子 

山
内
天
牛 

渡
邊
盛
雄 

 

選
句
の
み 

 

伊
賀
山
そ
ら
お
、
梅
崎
く
す
を 

重
枝
孝
岳 

庄
司
龍
平 

高
橋
清
子 

橋
口
隆 

早
川
允
章 

 
 
 
 
 
 

山
本
三
恵 

【
互 

選 

句
】 

◎
は
孤
舟
選
者
の
選 

 

選
者
欄
の
○
は
選
者
の
「
天
」 

 
 
 

十
点 櫂

も
な
く
艪
も
な
く
渡
る
月
の
舟 

 
 
 
 
 
 

孤
舟
（
紀
・
○
健
・
孝
・
○
龍
・
ゆ
・
允
・
規
・
け
・
○
三
・
盛
） 

か
な
か
な
や
あ
り
や
あ
ら
ず
や
黄
泉
の
国 

百
合
子
（
そ
・
紀
・
く
す
・
五
・
健
・
と
・
○
孝
・
己
・
規
・
三
） 

八
点 寂

一
字
処
暑
の
風
立
つ
山
の
墓 

 
 
 
 

五
郎
太 

 

（
○
そ
・
紀
・
く
・
健
・
清
・
○
康
・
び
・
○
啓
） 

◎
本
屋
か
ら
読
書
の
秋
を
連
れ
て
来
る 

 
   

天
牛 

 

（
紀
・
○
く
す
・
孤
・
健
・
と
・
千
・
堂
・
啓
） 

六
点 

◎
我
が
影
を
踏
み
踏
み
帰
る
月
明
か
り 

 
  

 

忠
彦 

 
 

（
孤
・
く
・
た
・
孝
・
國
・
雅
） 

一
湾
の
鏡
凪
し
て
月
今
宵 

 
 
 
 
 

  
 

孤
舟 

  

（
く
す
・
五
・
清
・
己
・
○
堂
・
允
） 

ト
ン
ネ
ル
の
先
も
ト
ン
ネ
ル
秋
の
旅 

 
 

五
郎
太 

 

（
紀
・
堂
・
國
・
昇
・
け
・
天
） 

秋
風
や
施
設
の
母
ま
た
弱
り
ゆ
く 

 
 
 
 

正
己 

 

（
紀
・
忠
・
隆
・
び
・
百
・
規
） 

殉
教
の
墓
に
寄
り
添
ふ
曼
珠
沙
華 

 
 
 
 
 

昇 
 

（
そ
・
く
・
千
・
た
・
雅
・
正
） 

黒
揚
羽
前
世
は
隠
れ
吉
利
支
丹 

 
 
 
 
 

正
明 

 

（
紀
・
く
す
・
千
・
清
・
昇
・
亜
） 

思
い
出
は
笑
い
声
か
な
盆
の
月 

 
 
 
 

け
い
子 
 

（
紀
・
と
・
己
・
國
・
雅
・
百
） 

◎
関
取
の
深
き
一
礼
秋
う
ら
ら 

 
 
 
 
   

盛
雄 

 

（
紀
・
孤
・
五
・
啓
・
け
・
天
） 

五
点 新

蕎
麦
や
老
い
を
楽
し
む
酒
の
会 
 

  
  

忠
彦 

 

（
紀
・
た
・
ゆ
・
○
允
・
○
正
） 

通
院
の
ペ
ダ
ル
重
た
き
残
暑
か
な 

 
 
 
 

健
介 

 

（
紀
・
た
・
○
己
・
び
・
盛
） 

爽
や
か
や
チ
ェ
ロ
四
重
奏
聴
く
夕
べ 

 
 

と
み
子 

 

（
紀
・
隆
・
び
・
正
・
昇
） 

島
々
に
朝
日
輝
く
瀬
戸
の
秋 

 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 

（
そ
・
紀
・
忠
・
ゆ
・
雅
） 

◎
屈
み
見
る
去
来
の
墓
に
赤
と
ん
ぼ 

 
 
 
 

康
敏 

 

（
紀
・
孤
・
び
・
昇
・
天
） 

四
点 山

形
の
蔵
王
山
麓
蕎
麦
の
花 

 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 

（
紀
・
允
・
正
・
天
） 

邯
鄲
の
夜
半
の
風
落
つ
古
戦
場 

 
 
 
 

く
に
お 

  

（
そ
・
紀
・
康
・
○
昇
） 

秋
天
に
音
な
き
音
や
伎
楽
俑 

 
 
 
 
 

と
み
子 

 

（
く
す
・
清
・
康
・
亜
） 
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新
涼
や
掌
に
た
つ
ぷ
り
と
化
粧
水 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
紀
・
清
・
康
・
隆
） 

運
動
会
家
族
で
囲
む
重
ね
重 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

國
護 

   

（
紀
・
た
・
堂
・
允
） 

曳
舟
の
機
関
音
消
ゆ
霧
の
な
か 

 
 
 
 
 
 
 
 

び
ん 

   

（
紀
・
龍
・
規
・
亜
） 

万
象
に
炎
暑
の
に
じ
む
山
河
か
な 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
   

（
そ
・
紀
・
康
・
啓
） 

森
を
知
る
老
い
の
歩
み
や
晩
夏
光 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
   

（
紀
・
龍
・
ゆ
・
け
） 

赤
ト
ン
ボ
津
波
の
痕
を
調
査
中 

 
 
 
 
 
 
 
 

正
明 

   

（
紀
・
健
・
隆
・
啓
） 

さ
や
さ
や
と
さ
や
さ
や
さ
や
と
秋
桜 

 
 
 
 
 
 

規
雄 

    

（
紀
・
千
・
昇
・
百
） 

新
し
き
衣
嬉
し
や
地
蔵
盆 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

け
い
子  

   

（
紀
・
た
・
龍
・
雅
） 

◎
入
院
の
妻
に
差
し
入
れ
茶
巾
寿
し 

 
 
 

  
 

  

天
牛 

    

（
紀
・
孤
・
隆
・
盛
） 

三
点 秋

暑
し
聴
い
て
浮
き
立
つ
遠
囃
子 

 
 
 
 
 

 
 

紀
久
男 

 
 
 

（
五
・
孝
・
允
） 

◎
三
日
月
や
雲
を
切
り
裂
き
現
れ
ぬ 

 
 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 

（
孤
・
五
・
千
） 

初
秋
や
手
帖
に
移
す
華
頭
窓 

 
 
 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 

（
紀
・
龍
・
亜
） 

金
秋
や
障
害
選
手
の
功
幾
多 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

健
介 

 
 

（
紀
・
と
・
び
） 

◎
憧
れ
し
ド
ロ
ン
逝
き
た
り
星
月
夜 

 
 
 
 
 
 
 

千
恵 

 
 

（
孤
・
己
・
正
） 

◎
し
っ
と
り
と
胡
弓
の
調
べ
風
の
盆 

 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 

（
紀
・
孤
・
規
） 

◎
秋
空
や
勝
者
拳
を
突
き
上
ぐ
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

康
敏 

 
 

（
紀
・
孤
・
け
） 

赤
ま
ん
ま
整
列
下
校
の
赤
帽
子 

 
 
 
 
 
 
 
 

正
己 

 
 

（
隆
・
啓
・
三
） 

夜
も
更
け
て
身
の
上
話
身
に
入
み
て 

 
 
 
 
 
 

國
護 

 
 

（
紀
・
く
・
天
） 

老
い
忘
れ
読
書
に
ひ
た
る
良
夜
か
な 

 
 
 
 
 
 

雅
夫 

 
 

（
紀
・
國
・
規
） 

し
お
か
ら
が
鬼
に
替
は
り
て
蜻
蜓(

や
ん
ま)

飛
ぶ 

 
 

啓
子  

 
 

（
紀
・
孝
・
雅
） 

何
と
な
く
面
映
ゆ
き
か
な
敬
老
の
日 

 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 

（
紀
・
忠
・
千
） 

耐
え
に
耐
え
し
日
々
は
何
処
に
今
朝
の
秋 

 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
紀
・
忠
・
龍
） 

爽
や
か
に
砂
つ
け
て
去
る
力
士
か
な 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
忠
・
康
・
ゆ
） 

二
点 数

珠
千
切
り
冷
ま
じ
躄
（
い
ざ
り

）
の
敵
討
ち 

 
 
 
 

紀
久
男 

 
 

（
健
・
忠
） 

 
 
 
 
 
 
 

（
歌
舞
伎
「
箱
根
霊
験
躄
の
仇
討
」） 

 
 
 

広
め
屋
の
鉦
よ
り
初
秋
溢
れ
出
づ 

 
 
 
 
 

  
 

孤
舟 

 
 

（
亜
・
○
盛
） 

秋
出
水
嘗
て
駅
舎
に
伝
言
板 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
五
・
天
） 

盂
蘭
盆
会
来
し
方
行
方
駆
け
巡
り 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

仝 
 
 

（
紀
・
百
） 

照
ら
さ
れ
て
御
仏
も
恥
づ
秋
の
午 
 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 

（
け
・
三
） 

◎
薄
花
活
け
て
窓
辺
に
風
を
招
ぶ 
 
 
 
 
 
 
 

と
み
子 

 
 

（
孤
・
啓
） 

小
鳥
来
る
そ
の
う
れ
し
さ
に
餌
を
撒
か
む 

 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
紀
・
盛
） 

秋
芝
居
八
十
路
の
夢
や
勧
進
帳 

 
 
 
 
   

た
だ
し
げ 

 
 

（
紀
・
と
） 

綿
菓
子
を
色
無
き
風
と
巻
き
込
め
り 

 
 
 
 
   

康
敏 

 
 

（
く
・
孝
） 

十
六
夜
の
歌
舞
伎
の
跳
ね
て
鴨
川
へ 

 
 
 
 
 

 
 

堂
哉 

 
 

（
紀
・
亜
） 

雨
垂
の
光
一 

瞬
柳
散
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

  

ゆ
た
か 

 
  

（
己
・
啓
） 

老
女
笑
み
我
笑
み
返
し
秋
の
空 

 
 
 
 
 
 

 
  

 

仝 
 
 

（
紀
・
堂
） 

散
歩
路
葉
ず
れ
の
音
も
秋
め
き
て 

 
  

 
 
    

國
護 

   

（
紀
・
百
） 

地
獄
絵
の
既
視
感
秘
め
て
台
風
来 

 
 
 
   

  
 

び
ん  

 
 

（
紀
・
く
） 
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執
着
を
抱
き
し
め
放
つ
秋
空
へ 

 
 

  
 

    

百
合
子  

 

（
と
・
清
） 

竜
胆
の
揺
る
る
ほ
ど
に
や
色
の
濃
く 

 
 
  

    

啓
子  

 

（
紀
・
三
） 

颱
風
来
明
日
リ
モ
ー
ト
と
メ
ー
ル
す
る 

 
  

 
 

 
 
 

亜
也 

 

（
紀
・
啓
） 

一
点 マ

ド
ン
ナ
も
遂
に
陥
落
秋
の
巴
里 

 
 
 
 

 
  

紀
久
男 

 
 

（
盛
） 

林
檎
手
に
ガ
ブ
リ
と
出
来
た
若
き
時 

 
 
 

 
 
 
  

忠
彦 

 
 

（
紀
） 

桐
一
葉
乱
高
下
す
る
株
価
か
な 

 
 
 
 
 
    

く
に
お 

 

（
ゆ
） 

光
る
君
の
知
る
を
楽
し
む
夕
月
夜 

 
 
 
   

   

千
恵 

 

（
紀
） 

紫
に
光
る
秋
茄
子
酒
よ
ろ
し 

 
 
 
 
 
  

    
 

仝 
 

（
國
） 

見
上
げ
れ
ば
西
の
空
へ
と
鰯
雲 

 
 
 
 
    

た
だ
し
げ 

 

（
び
） 

涼
新
た
妻
の
御
浚
い
シ
ョ
パ
ン
か
な 

 
 
 

 
  

 
 

堂
哉 

 

（
正
） 

赤
蜻
蛉
見
渡
す
樹
間
透
き
通
り 

 
 
 
 

 
  

 
 

ゆ
た
か 

 

（
三
） 

秋
夕
焼
あ
ま
た
の
瀬
音
出
湯
か
な 

 
 
 
 

 
 
 
  

 

仝 
 

（
紀
） 

曼
珠
沙
華
咲
い
て
青
空
移
り
ゆ
き 

 
 

  
 
 
  

 
 

仝 
 

（
國
） 

森
ゆ
れ
て
暑
さ
続
く
を
歌
い
お
り 

 
 

     
 
 

雅
夫 

 

（
け
） 

秋
夕
焼
け
富
士
に
濃
淡
あ
り
に
け
り 

 
 
     

 

國
護 

 

（
紀
） 

亀
虫
の
窓
枠
這
う
や
浅
間
暮
る 

 
 
 
     

 
 

び
ん 

 
（
く
す
） 

宇
治
金
時
自
律
神
経
目
覚
め
さ
せ 

 
 
   

   
 

正
明 

 

（
堂
） 

相
聞
歌
奏
づ
る
ご
と
く
虫
の
声 

 
 
 
   

   
 
 

昇 
 

（
百
） 

 

【
句 

評
・
短 

評
】 

十
点 櫂

も
な
く
艪
も
な
く
渡
る
月
の
舟 

 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 

健
介
さ
ん
・
・
・
発
想
、
表
現
い
ず
れ
も
秀
逸
、
脱
帽
で
す 

龍
平
さ
ん
・
・
・
お
月
様
は
正
に
天
空
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー 

舟
に
な
り
兎
の
遊
ぶ
野
に
な
り
数
多
の
夢
を
提
供
し
て 

く
れ
ま
す
。 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
天
空
を
渡
る
月
の
様
子
を
艪
も
な
く 

櫂
も
な
く
渡
る
と
見
立
て
た
と
こ
が
見
事
で
す
。 

三
恵
さ
ん
・
・
・
宇
宙
空
間
と
い
う
波
間
に
見
え
隠
れ
し
て
は
漂
っ
て
い
る
。
地
上
か
ら
眺
め
る
と
大
変
メ
ル
ヘ
ン
チ
ッ 

ク
な
光
景
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
実
は
、
は
っ
き
り
と
し
た
道
標
も
な
く
、
頼
も
し
い
「
漕
ぎ
手
」 

も
い
な
い
今
の
混
沌
と
し
た
世
界
情
勢
で
な
い
か
と
ふ
と
薄
ら
寒
さ
を
感
じ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
今
回
の
出
句
、‶

広
め
屋
・
・
〟
同
様
に
今
回
の
秀
句
。
十
七
文
字
に
無
駄
が
無
い
。 

か
な
か
な
や
あ
り
や
あ
ら
ず
や
黄
泉
の
国 

 
 

百
合
子 

 

五
郎
太
さ
ん
・
・
い
つ
の
ま
に
か
爽
や
か
な
季
節
に
。
生
を
終
え
し
も
の
に
は
心
休
ま
る
と
こ
ろ
が
き
っ
と
あ
る
で
し
ょ 

う
。 

孝
岳
さ
ん
・
・
・
秋
を
知
ら
せ
る
蝉
の
声
は
黄
泉
の
国
の
存
在
を
知
ら
せ
る
か
の
よ
う
に
寂
寞
と
し
て
物
悲
し
い
。 

八
点 寂

一
字
処
暑
の
風
立
つ
山
の
墓 

 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 

く
に
お
さ
ん
・
・
「
寂
一
字
」
の
墓
と
い
え
ば
文
豪
谷
崎
潤
一
郎
の
墓
。
京
都
の
あ
の
鹿
ケ
谷
の
法
然
院
に
あ
る
。 
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寂
一
字
と
墓
が
上
五
と
下
五
で
離
れ
過
ぎ
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。 

康
敏
さ
ん
・
・
・
「
寂
」
の
一
字
を
刻
し
た
墓
石
。
京
都
鹿
ケ
谷
の
法
然
院
に
あ
る
谷
崎
潤
一
郎
夫
妻
の
墓
だ
。
下
界 

は
猛
暑
だ
が
、
こ
こ
に
吹
く
風
に
は
処
暑
が
感
じ
ら
れ
る
。 

◎
本
屋
か
ら
読
書
の
秋
を
連
れ
て
来
る 

 
 

  

天
牛 

 
 

 

孤
舟
選
者
・
・
・「
書
店
か
ら
本
を
買
っ
て
き
た
」
事
実
を
を
極
め
て
詩
的
に
表
現
。 

と
み
子
さ
ん
・
・ 
本
を
買
っ
た
と
い
う
と
こ
ろ
を
、
読
書
の
秋
を
連
れ
て
来
る
と
表
現
さ
れ
た
の
が 

良
か
っ
た
で
す
。 

千
恵
さ
ん
・
・
・
本
屋
に
行
っ
て
本
を
手
に
入
れ
る
の
が
「
読
書
の
秋
」
の
醍
醐
味
で
す
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
本
屋
で
買
う
こ
と
は
め
っ
き
り
減
っ
た
こ
の
頃
で
す
が
、
新
刊
書
を
手
に
し
た
と
き
の
喜
び
が
伝
わ
っ 

て
来
ま
し
た
。 

啓
子
さ
ん
・
・
・
昨
今
は
ネ
ッ
ト
で
取
り
寄
せ
る
事
の
多
い
本
。
本
屋
さ
ん
で
じ
っ
く
り
選
ん
で
手
に
し
た
本
は
殊
の
外 

心
を
満
た
し
て
く
れ
る
よ
う
で
す
。
選
ぶ
楽
し
さ
を
そ
の
ま
ま
に
「
読
書
の
秋
を
連
れ
て
来
る
」。
軽
い 

興
奮
も
感
じ
ら
れ
ま
す
。 

六
点 

◎
我
が
影
を
踏
み
踏
み
帰
る
月
明
か
り 

 
 
 

 

忠
彦 

  
 

孤
舟
選
者
・
・
・
月
明
の
夜
道
を
進
め
ば
、
月
が
追
い
掛
け
て
く
る
よ
う
だ
。 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
子
供
の
頃
に
帰
っ
た
よ
う
で
懐
か
し
い 

一
湾
の
鏡
凪
し
て
月
今
宵 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

孤
舟 

  
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
少
し
古
風
な
が
ら
も
巧
み
な
表
現
に
感
心
し
ま
し
た
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
綺
麗
な
景
色
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。
海
面
の
月
の
道
が
綺
麗
で
す
ね
！ 

ト
ン
ネ
ル
の
先
も
ト
ン
ネ
ル
秋
の
旅 

 
  

五
郎
太 

 
 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
山
陽
新
幹
線
は
正
に
こ
れ
で
す
！ 

天
牛
さ
ん
・
・
・
山
陰
線
に
、
ト
ン
ネ
ル
だ
ら
け
で
煤
だ
ら
け
に
な
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
旅
で
し
ょ 

う
か
。 

 
 

 

※
康
敏
さ
ん
・
・
・
季
語
が
動
く
の
で
は…

「
初
夏
の
旅
」
「
春
の
旅
」
と
か
。 

参
考
：
〈
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
て
ト
ン
ネ
ル
冬
の
山 

 

名
島
恵
子
〉 

秋
風
や
施
設
の
母
ま
た
弱
り
ゆ
く 

 
 
 
 

正
己 

 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
秋
は
春
か
ら
夏
の
勢
い
が
落
ち
る
と
き
で
も
あ
る
。
乗
り
切
る
大
切
さ
は
冬
に
劣
ら
な
い
。 

百
合
子
さ
ん
・
・
子
だ
か
ら
こ
そ
肌
で
感
じ
る
親
の
変
化
、
受
け
止
め
る
気
持
と
受
け
止
め
た
く
な
い
気
持
ち
が
交
々
に
。 

殉
教
の
墓
に
寄
り
添
ふ
曼
珠
沙
華 

 
 
 
 
 

昇 
 
 

く
に
お
さ
ん
・
・
「
寄
り
添
ふ
」
と
ま
で
言
う
必
要
は
な
い
よ
う
な
気
が
す
る
。 

千
恵
さ
ん
・
・
・
こ
の
花
は
あ
ち
ら
の
世
界
を
思
わ
せ
る
花
な
の
で
殉
教
者
に
は
お
似
合
い
で
す
。
寄
り
添
ふ
が
良
い
で 

す
ね
。 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
殉
教
の
墓
の
傍
ら
に
咲
く
彼
岸
花
、
此
の
情
景
が
美
し
い 

 
 

黒
揚
羽
前
世
は
隠
れ
吉
利
支
丹 

 
 
 
 
 

正
明 

 
 

亜
也
さ
ん
・
・
・
伝
奇
小
説
め
い
た
と
こ
ろ
は
好
み
で
す
が
、
夏
の
季
語
な
の
は
許
容
範
囲
？ 

思
い
出
は
笑
い
声
か
な
盆
の
月 

 
 
 
 

け
い
子 

 
 

と
み
子
さ
ん
・
・
・ 

盆
の
月
を 

明
る
く
お
さ
め
ら
れ
た
の
が
、
良
か
っ
た
で
す
。 

百
合
子
さ
ん
・
・
家
族
が
集
ま
っ
て
談
笑
し
て
い
た
あ
の
頃
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
切
な
い
思
い
出
で
す
ね
。 

◎
関
取
の
深
き
一
礼
秋
う
ら
ら 

 
 
 
 
  

 

盛
雄 

  
 

孤
舟
選
者
・
・
・
日
本
の
国
技
・
相
撲
は
礼
に
始
ま
り
礼
に
終
わ
る
。
最
近
こ
れ
を
守
れ
な
い
大
関
が
居
た
。 

五
郎
太
さ
ん
・
・
気
持
ち
い
い
作
法
で
す
。 
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天
牛
さ
ん
・
・
・
今
ど
き
の
お
相
撲
さ
ん
は
皆
行
儀
が
い
い
し
、
り
っ
ぱ
な
青
年
で
す
ね
。
大
の
里
し
か
り
‼ 

五
点 新

蕎
麦
や
老
い
を
楽
し
む
酒
の
会 

 
 

  

忠
彦 

  
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
新
蕎
麦
の
季
節
、
老
い
を
楽
し
む
の
か
、
酒
を
楽
し
む
の
か
・
・
・
・
？ 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
い
い
雰
囲
気
が
見
事
に
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。 

允
章
さ
ん
・
・
・
蕎
麦
美
味
し
酒
美
味
し
、
幸
せ
で
す
。 

正
明
さ
ん
・
・
・
米
寿
を
控
え
酒
が
飲
め
な
い
日
々
で
す 

酒
が
飲
め
る
人
が
羨
ま
し
い
で
す 

通
院
の
ペ
ダ
ル
重
た
き
残
暑
か
な 

 
 
 
 

健
介 

 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
残
暑
厳
し
い
中
で
の
自
転
車
で
の
通
院
、
ペ
タ
ル
よ
り
心
の
重
た
さ
が
感
じ
ら
れ
る 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
未
だ
に
残
暑
は
終
わ
ら
な
い
。
厳
し
い
夏
で
し
た
。 

爽
や
か
や
チ
ェ
ロ
四
重
奏
聴
く
夕
べ 

 
 

と
み
子 

 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・ 

バ
イ
オ
リ
ン
と
似
た
形
の
チ
ェ
ロ
だ
が
音
は
低
く
、
も
の
思
う
秋
に
相
応
し
い
。 

び
ん
さ
ん
・
・
・ 

き
れ
い
で
す
ね
！ 

私
も
一
つ
。 

●
暮
れ
ゆ
け
ば
チ
ェ
ロ
の
音
漏
る
る
蔦
の
窓 

 
 
 

島
々
に
朝
日
輝
く
瀬
戸
の
秋 

 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
素
晴
ら
し
い
景
色
が
目
に
浮
か
び
ま
す 

◎
屈
み
見
る
去
来
の
墓
に
赤
と
ん
ぼ 

 
 
 
 

康
敏 

 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
京
都
・
嵯
峨
野
の
落
柿
舎
の
去
来
の
お
墓
。
赤
と
ん
ぼ
ま
で
が
お
彼
岸
の
墓
参
に
来
て
い
る
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
秋
に
な
っ
て
赤
と
ん
ぼ
も
お
墓
参
り
に
来
た
ん
で
し
ょ
う
か
。 

四
点 山

形
の
蔵
王
山
麓
蕎
麦
の
花 

 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 

天
牛
さ
ん
・
・
・
ほ
か
に
農
作
物
が
出
来
な
い
土
地
に
、
満
開
に
そ
ば
の
花
が
一
面
に
咲
い
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。 

邯
鄲
の
夜
半
の
風
落
つ
古
戦
場 

 
 
 
 

く
に
お 

 
 

康
敏
さ
ん
・
・
・
夜
半
の
古
戦
場
。
風
が
凪
い
で
邯
鄲
の
声
が
一
段
と
高
く
聞
こ
え
る
。
上
五
を
「
邯
鄲
や
」
と
し
て 

は
。 

昇
さ
ん
・
・
・
・
邯
鄲
の
風
に
震
え
る
よ
う
な
鳴
き
声
か
ら
は
古
戦
場
の
物
哀
し
い
風
景
を
連
想
し
ま
す
。 

秋
天
に
音
な
き
音
や
伎
楽
俑 

 
 
 
 
 

と
み
子 

 
 

康
敏
さ
ん
・
・
・
隋
代
の
古
墳
よ
り
出
土
し
た
ガ
ー
ル
ズ
バ
ン
ド
の
伎
楽
俑
。
賑
や
か
な
楽
の
音
が
秋
空
に
吸
い
込
ま 

れ
て
行
く
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・
複
数
が
一
緒
に
展
示
さ
れ
る
の
が
通
例
な
の
で
、
余
計
音
楽
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。 

新
涼
や
掌
に
た
つ
ぷ
り
と
化
粧
水 

 
 
 

と
み
子 

 
 

康
敏
さ
ん
・
・
・
涼
し
く
な
る
と
、
皮
膚
が
乾
燥
す
る
。
化
粧
水
を
た
っ
ぷ
り
と
。
生
活
の
ワ
ン
・
シ
ー
ン
の
句
は
新
鮮 

だ
。 

隆
さ
ん
・
・
・
新
涼
は
女
性
に
も
気
持
ち
の
切
り
替
え
時
か
。 

運
動
会
家
族
で
囲
む
重
ね
重 

 
 
 
 
 
 

國
護 

 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
懐
か
し
い
風
景
を
上
手
く
詠
ん
で
い
る
。 

昔
の
運
動
会
は
こ
の
よ
う
に
家
族
み
ん
な
で
昼
食
を
囲 

ん
だ
も
の
で
す
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
懐
か
し
い
！ 

曳
舟
の
機
関
音
消
ゆ
霧
の
な
か 

 
 
 
 
  

び
ん 

 
 

亜
也
さ
ん
・
・
・
こ
の
情
景
に
は
惹
か
れ
る
も
の
の
、
以
前
に
類
句
が
あ
っ
た
よ
う
な…

。 

 



6 

 

万
象
に
炎
暑
の
に
じ
む
山
河
か
な 

 
 
  

 

び
ん 

 
 

康
敏
さ
ん
・
・
・
史
上
最
高
の
猛
暑
日
が
続
き
万
象
が
悉
く
喘
い
だ
夏
だ
っ
た
。 

森
を
知
る
老
い
の
歩
み
や
晩
夏
光 

 
 
 
 
 

び
ん 

 
 

龍
平
さ
ん
・
・
・[

バ
リ
山
行]

と
い
う
小
説
が171

回
芥
川
賞
に
輝
き
ま
し
た(

文
藝
春
秋9

月
号
掲
載)

関
西
六
甲
山 

脈
周
辺
が
舞
台
に
な
っ
て
い
ま
す
。
山
行
愛
好
の
方
是
非
ど
う
ぞ
。 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
い
つ
も
森
の
中
を
散
策
さ
れ
て
お
ら
れ
る
様
子
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。 

赤
ト
ン
ボ
津
波
の
痕
を
調
査
中 

 
 
 
 
 
 

正
明 

 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
確
か
に
赤
ト
ン
ボ
に
と
っ
て
も
津
波
で
あ
る
。 

 
 

啓
子
さ
ん
・
・
・
東
日
本
大
震
災
後
の
秋
。
被
災
し
た
海
辺
の
叢
に
は
赤
と
ん
ぼ
が
飛
ん
で
い
た
。
そ
う
か
、
津
波
の 

痕
を
調
査
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
・
・
。
哀
し
い
景
色
で
し
た
。 

さ
や
さ
や
と
さ
や
さ
や
さ
や
と
秋
桜 

 
 
 
 

規
雄 

 
 

千
恵
さ
ん
・
・
・
風
に
揺
れ
る
秋
桜
の
様
子
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。
ま
さ
に
さ
や
さ
や
と
。。
。 

百
合
子
さ
ん
・
・ 

オ
ノ
マ
ト
ペ
が
効
い
て
ま
す
ね
。
風
に
ゆ
れ
る
秋
桜
が
あ
り
あ
り
と
浮
か
び
ま
す
。 

新
し
き
衣
嬉
し
や
地
蔵
盆 

 
 
 
 
 
 
 

け
い
子 

 
  

た
だ
し
げ
さ
ん
・
子
供
の
頃
、
近
く
に
あ
っ
た
お
地
蔵
さ
ん
の
地
蔵
盆
の
情
景
が
思
い
出
さ
れ
る 

◎
入
院
の
妻
に
差
し
入
れ
茶
巾
寿
し 

 
 
 

   

天
牛 

 
  

孤
舟
選
者
・
・
・
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
面
会
は
も
と
よ
り
差
し
入
れ
も
お
断
り
の
病
院
が
多
い
よ
う
だ
が
・
・
。 

隆
さ
ん
・
・
・
・
妻
へ
の
思
い
や
り
を
句
に
す
る
作
者
に
敬
服
。 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
茶
巾
寿
し
に
愛
妻
家
の
思
い
が
滲
ん
で
い
る
。 

紀
久
男
・
・
・
・
万
里
子
先
生
か
ら
「
差
し
入
れ
」
は
監
獄
に
収
監
さ
れ
て
い
る
人
へ
の
言
葉
と
指
導
を
受
け
た
。「
お 

見
舞
い
」
と
し
た
ら
良
い
の
で
は
。 

三
点 秋

暑
し
聴
い
て
浮
き
立
つ
遠
囃
子 

 
 
 

 
 

紀
久
男 

 
 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
わ
が
町
も
来
週
は
秋
祭
り
で
す
。
提
灯
が
吊
る
さ
れ
ま
し
た
。 

◎
三
日
月
や
雲
を
切
り
裂
き
現
れ
ぬ 

 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 

 

孤
舟
選
者
・
・
・
旧
暦
８
月
３
日
の
夜
は
曇
り
空
だ
っ
た
が
、
一
瞬
雲
の
切
れ
間
か
ら
三
日
月
が
現
れ
た
。 

五
郎
太
さ
ん
・
・
・
私
も
こ
う
し
た
景
を
見
ま
し
た
。 

初
秋
や
手
帖
に
移
す
華
頭
窓 

 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 

亜
也
さ
ん
・
・
・
見
上
げ
て
ス
ケ
ッ
チ
す
る
姿
が
秋
空
を
バ
ッ
ク
に
し
て
目
に
浮
か
ぶ
。
華
頂
窓
は
華
頭
窓
？ 

 
 
 
 
 
 

（
五
郎
太
さ
ん
・
・
確
か
に
華
頭
窓
で
す
。
句
評
の
亜
也
さ
ん
に
了
解
を
取
り
修
正
し
ま
し
た
） 

金
秋
や
障
害
選
手
の
功
幾
多 

 
 
 
 
 
 
 

健
介 

 
 
 

と
み
子
さ
ん
・
・
金
秋
や 

が
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
沢
山
の
金
メ
ダ
ル
を
連
想
さ
せ
ま
し
た
。 

◎
憧
れ
し
ド
ロ
ン
逝
き
た
り
星
月
夜 

 
 
 
 
 

千
恵 

 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
あ
の
ニ
ヒ
ル
で
男
く
さ
い
二
枚
目
も
と
う
と
う
星
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

◎
し
っ
と
り
と
胡
弓
の
調
べ
風
の
盆 

 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
風
の
盆
は
し
っ
と
り
と
夜
露
に
濡
れ
る
季
節
の
始
ま
り
だ
。 

◎
秋
空
や
勝
者
拳
を
突
き
上
ぐ
る 

 
 
 
 
 
 

康
敏 

 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
で
も
勝
者
は
空
高
く
拳
を
振
り
上
げ
て
嬉
し
さ
を
誇
示
す
る
も
の
。 

 

赤
ま
ん
ま
整
列
下
校
の
赤
帽
子 

 
 
 
 
 
 

正
己 

 
 

 

隆
さ
ん
・
・
・ 

赤
帽
子
と
赤
ま
ん
ま
と
の
取
り
合
わ
せ
が
上
手
い
。 

夜
も
更
け
て
身
の
上
話
身
に
入
み
て 

 
 
 
 
 
 

國
護 
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天
牛
さ
ん
・
・
・
年
取
っ
て
身
の
上
話
も
だ
ん
だ
ん
身
に
入
み
ま
す
ね
。 

耐
え
に
耐
え
し
日
々
は
何
処
に
今
朝
の
秋 

 
 
 
 

盛
雄 

 
 
 

龍
平
さ
ん
・
・
・
同
感
で
す
。
熱
し
や
す
く
冷
め
や
す
い
我
な
が
ら 

爽
や
か
に
砂
つ
け
て
去
る
力
士
か
な 

 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 
 

康
敏
さ
ん
・
・
・
大
相
撲
の
力
士
は
、
負
け
て
体
は
砂
に
ま
み
れ
て
い
て
も
、
爽
や
か
に
花
道
を
下
が
っ
て
行
く
。 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
負
け
て
も
颯
爽
と
去
る
力
士
の
姿
が
目
に
浮
か
び
ま
す 

二
点 広

め
屋
の
鉦
よ
り
初
秋
溢
れ
出
づ 

 
 
 
 
 

  
 

孤
舟 

 
 

亜
也
さ
ん
・
・
・
溢
れ
出
る
ほ
ど
か
は
？
な
る
も
、
チ
ン
ド
ン
屋
と
初
秋
の
組
合
せ
に
は
納
得
。 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
商
店
街
で
宣
伝
す
る
チ
ン
ド
ン
屋
は
懐
か
し
い
。‶

鉦
の
音
よ
り
初
秋
が
溢
れ
出
る
〟
い
い
で
す
な
。 

秋
出
水
嘗
て
駅
舎
に
伝
言
板 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
・
こ
の
と
こ
ろ
多
い
洪
水
、
詠
み
に
く
い
題
材
を
句
に
さ
れ
ま
し
た
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
能
登
の
方
の
小
さ
な
駅
舎
で
し
ょ
う
か
、
無
人
駅
で
し
ょ
う
ね
。 

盂
蘭
盆
会
来
し
方
行
方
駆
け
巡
り 

 
 
 
 
 
 

 
 

孤
舟 

 
 

百
合
子
さ
ん
・
・
亡
く
な
っ
た
方
々
を
偲
び
つ
つ
、
わ
が
行
く
末
に
も
想
い
を
巡
ら
す
、
よ
く
分
か
り
ま
す
。 

◎
薄
花
活
け
て
窓
辺
に
風
を
招
ぶ 

 
 
 
 
 
 
 

と
み
子 

 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
虫
の
音
を
愛
で
た
り
月
を
鑑
賞
す
る
こ
と
は
日
本
人
独
特
の
感
性
だ
。 

小
鳥
来
る
そ
の
う
れ
し
さ
に
餌
を
撒
か
む 

 
 
 

と
み
子 

 
 

紀
久
男
・
・
拙
宅
の
ベ
ラ
ン
ダ
に
も
、
山
雀
な
ど
た
く
さ
ん
の
野
鳥
が
飛
び
来
て
餌
を
せ
が
む
し
、
名
も
知
ら
な
い
小
鳥 

も
来
て
ア
リ
ア
を
唄
っ
て
い
ま
す
。 

秋
芝
居
八
十
路
の
夢
や
勧
進
帳 

 
 
 
 
   

た
だ
し
げ 

 
 

と
み
子
さ
ん
・
・
吉
右
衛
門
さ
ん
の
夢
は
、
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
幸
四
郎
さ
ん
が
熱
演
で
し
た
ね
。 

十
六
夜
の
歌
舞
伎
の
跳
ね
て
鴨
川
へ 

 
 
 
 
 

 
 

堂
哉 

 
 

亜
也
さ
ん
・
・
・
芝
居
の
余
韻
を
愉
し
む
風
情
が
い
い
。
鴨
川
を
渡
れ
ば
祇
園
。 

老
女
笑
み
我
笑
み
返
し
秋
の
空 

 
 
 
 
 
 

 
 

ゆ
た
か 

 
 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
日
本
人
は
見
知
ら
ぬ
同
士
で
軽
く
挨
拶
を
交
わ
す
こ
と
が
下
手
で
す
ね
！
睨
ま
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す 

が
。
な
ん
と
も
清
々
し
い
句
で
す
。 

散
歩
路
葉
ず
れ
の
音
も
秋
め
き
て 

 
  

 
 
   

國
護 

  
 

百
合
子
さ
ん
・
・
心
地
よ
い
秋
の
葉
ず
れ
の
音
、
葉
ず
れ
の
音
に
も
季
節
を
感
じ
る
感
受
性
！ 

地
獄
絵
の
既
視
感
秘
め
て
台
風
来 

 
 
 
   

  

び
ん  

 

く
に
お
さ
ん
・
・
語
順
を
変
え
て
例
え
ば
「
既
視
感
の
地
獄
絵
の
ご
と
台
風
来
」
と
で
も
。 

執
着
を
抱
き
し
め
放
つ
秋
空
へ 

 
 

  
 

   

百
合
子  

 
 

と
み
子
さ
ん
・
・
心
が
軽
く
な
ら
れ
た
の
で
し
よ
う
か
。 

颱
風
来
明
日
リ
モ
ー
ト
と
メ
ー
ル
す
る 

 
  

 
 

 
 

亜
也 

 
 
 

 

啓
子
さ
ん
・
・
・
昨
今
は
リ
モ
ー
ト
で
の
職
務
遂
行
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
役
職
者
は
即
座
の
判
断
が
必
要
に
な
る
。 

さ
ら
り
と
詠
わ
れ
た
中
に
、
現
代
の
世
相
と
入
り
混
じ
る
心
理
と
判
断
が
垣
間
見
え
る
よ
う
で
す
。 

一
点 マ

ド
ン
ナ
も
遂
に
陥
落
秋
の
巴
里 

 
 
 
 

  

紀
久
男 

 
 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
で
す
な
。
き
っ
と
作
者
の
遠
い
日
の
想
い
出
の
一
句
で
し
ょ
う
。
落
葉
の
パ
リ
で
決
ま 

り
ま
し
た
。 
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桐
一
葉
乱
高
下
す
る
株
価
か
な 

 
 
 
 
 
   

く
に
お 

 
 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・ 

株
価
を
題
材
に
さ
れ
た
こ
と
が
斬
新
で
す
。 

秋
夕
焼
あ
ま
た
の
瀬
音
出
湯
か
な 

 
 
 
 

 
 
 

ゆ
た
か 

 
 

 
 

※
康
敏
さ
ん
・
・
・
三
段
切
れ
で
す
。
〈
秋
夕
焼
瀬
音
あ
ま
た
の
出
湯
か
な
〉
と
、
す
れ
ば
。 

宇
治
金
時
自
律
神
経
目
覚
め
さ
せ 

 
 
   

 
  

正
明 

 
 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
面
白
い
！
長
い
こ
と
食
べ
て
い
ま
せ
ん
が
、
あ
の
ブ
ル
ッ
と
く
る
感
触
を
思
い
出
し
ま
し
た 

 
 

 

※
句
会
中
で
：
宇
治
金
時
は
氷
で
し
ょ
う
が
、
季
語
で
は
な
い
の
で
、
無
季
語
と
な
り
ま
す
ね
。 

相
聞
歌
奏
づ
る
ご
と
く
虫
の
声 

 
 
 
   

 
 
  

昇 
 
 

百
合
子
さ
ん
・
・
耳
を
澄
ま
す
と
、
そ
う
聞
こ
え
る
よ
う
な
・
・
・ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

以
上 

 
 
 
 
 
  

     

     

     

     

     
 

 

【
次
回
青
葉
会
予
定
】 

☆
十
月
二
十
四
日
（
木
）
午
後
一
時
か
ら 

 

三
軒
茶
屋
・
世
田
谷
区
施
設
「
し
ゃ
れ
な
あ
ど
」 

(

昭
和
信
金
三
軒
茶
屋
支
店
ビ
ル)

４
階 

部
屋
名
：
シ
リ
ウ
ス 

○
ご
出
句
・
ご
投
句
締
切
日 

十
月
二
十
日(

日)

午
前
中 

 

メ
ー
ル
、FAX

、
郵
送
で
星
田
ま
で
。 

 

当
季
雑
詠 

句
会
ご
参
加
者
は
五
句 

ご
投
句
の
方
は
二
句
を
目
処
と
し
て
お
出
し
下
さ
い
。 

  
 
 
 
 

     

     

     

     

     
 

 【
青 

葉 

会 

報
】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
、 

 

今
月
の
ご
報
告
と
な
り
ま
し
た
青
葉
会
に
出
た
九
月
の
句
は
、
多
く
に
夏
の
季
語
が
使
わ
れ
て
い
る
と
、
句
会
で
話

題
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
ご
投
句
の
締
め
切
り
が
早
か
っ
た
た
め
、
九
月
初
旬
に
作
句
さ
れ
た
も
の
か
と
思
い
ま
す
。

九
月
は
末
に
な
っ
て
も
、
ま
だ
ま
だ
猛
暑
と
い
う
言
葉
が
毎
日
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
た
気
候
で
し
た
、
季
語
が
現
代

の
自
然
や
生
活
の
形
と
幾
許
か
乖
離
し
て
き
て
い
る
こ
と
は
、
メ
デ
ィ
ア
で
も
こ
の
と
こ
ろ
よ
く
聞
か
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
一
方
、
そ
の
気
候
の
中
で
も
青
葉
会
の
皆
さ
ま
の
作
句
意
欲
は
削
が
れ
ず
、
ほ
ぼ
い
つ
も
と
変
わ
ら
ず
、

八
十
六
句
の
ご
出
句
で
し
た
。 

選
句
結
果
は
ご
覧
の
と
お
り
、
十
点
句
に
孤
舟
選
者
、
百
合
子
さ
ん
、
次
い
で
八
点
句
に
天
牛
さ
ん
、
五
郎
太
さ
ん

と
続
き
ま
し
た
。
天
牛
さ
ん
は
み
な
さ
ま
ご
承
知
の
よ
う
に
御
歳
九
十
四
歳
。
前
回
に
続
き
の
高
得
点
で
す
。
ご
健
吟

に
頭
が
下
が
り
ま
す
。 

ま
た
今
回
は
久
し
ぶ
り
に
「
森
の
座
」
の
青
葉
会
、
丸
紅
関
係
者
の
近
詠
を
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お
た
の
し

み
く
だ
さ
い
。 

二
、
孤
舟
選
者
近
詠 

 
 
 

月
仰
ぐ
万
葉
人
の
心
持
ち 

 
 
 

漁
火
に
紛
れ
入
り
た
る
流
れ
星 

 
 
 

小
半
の
酒
一
丁
の
新
豆
腐 

 
 
 

芋
の
葉
の
露
の
ふ
た
つ
の
相
寄
ら
ず 

 
 
 

颱
風
の
拗
ね
て
暴
れ
て
迷
走
す 
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三
、
関
係
者
近
詠 

額
の
花
蓋
ま
で
舐
め
て
ヨ
ー
グ
ル
ト 

 

眞
希
子 

 
 

何
の
科
黄
金
週
間
病
床
に 

 
 
 
        

陽
亮 

空
豆
や
夫
婦
い
ま
旬
金
婚
へ 

 
 
 
 
 
 

仝      

血
脈
の
闇
に
怯
え
し
五
月
か
な 

 
         

仝 

シ
ー
ル
貼
る
個
人
情
報
葉
書
唐
辛
子 

 
 
 

仝 
 
 

白
々
と
退
院
の
日
の
明
早
し 

 
 
         

仝 

一
泊
の
留
守
を
頼
む
ね
ア
マ
リ
リ
ス 

 
 

弘
子 

 
 

死
線
越
え
一
生
獲
た
り
聖
母
月 

 
         

仝 

工
場
の
際
も
律
義
な
植
田
か
な 

 
 
 
 
 

仝 
 
 

生
還
の
身
な
れ
ば
こ
そ
の
更
衣 

 
         

仝 

担
が
れ
て
い
つ
か
は
渡
り
し
夏
大
井
川 

 
  

仝 
 
 

丁
寧
に
妻
の
も
の
干
す
五
月
晴 

         
 

仝 

と
つ
ぷ
り
の
海
霧
に
小
島
の
う
ず
く
ま
る  

仝     

破
れ
傘
写
楽
は
謎
の
ま
ま
が
い
い        

仝 

老
鴬
囀
室
津
の
君
へ
歌
一
首 

 
 
 
  

 

仝 
 
 
 

清
澄
庭
園 

 

若
冲
へ
日
傘
の
潜
る
大
手
門 

 
  

 
 
 

仝 
 
 

ず
し
ん
ず
し
ん
名
石
を
据
ゑ
苑
み
ど
り 

 

延
子 

し
ろ
が
ね
の
涼
若
冲
の
白
孔
雀 

  
 
 
 

仝     

咲
き
満
ち
て
気
だ
る
し
よ
日
の
花
菖
蒲 

  

仝 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

緑
陰
や
風
に
味
あ
り
深
く
吸
ふ 

 
 
 
 
 

仝 

 
 
 
 
 
 
                              

    

富
士
を
模
す
築
山
な
だ
ら
か
夏
の
蝶 

 
 
 

仝 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   
逝
き
て
知
る
父
の
生
ひ
立
ち
花
十
薬 

 
 
 

仝 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

よ
き
こ
と
の
み
息
子
は
告
ぐ
る
額
の
花 

 
 

仝 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
剥
ぐ
や
春
の
土
漆
黒 
 
 

仝 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(

福
島
延
子
氏
：
丸
紅
俳
句
部
の
大
先
輩) 

    
 
 
 
 
 

令
和
六
年
十
月
吉
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
了
） 


